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情報科 

 

教 科 情 報 科 目 社会と情報 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「見てわかる社会と情報」 （日本文教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

身近なテーマを糸口に，コミュニケーションをとりながら情報社会の中で主体的に生きていけるよ

う、知識・技能・考える力を身につけます。 

 

 

２ 学習の到達目標 

情報化が社会に及ぼす影響や課題について理解し，情報社会に積極的に参画する態度を育てる。 

情報機器や情報通信ネットワークのしくみを理解し，進展する情報社会に対応する基礎的な知識を

習得する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

情報の特徴と情報化

が社会に及ぼす影響

や課題について関心

をもち，他者を尊重し

て情報社会の一員とし

て積極的に参画する

態度を身につけてい

る。 

収集・分析した情報を

もとに論理的に思考す

ることができ，情報の

受発信時においても，

情報モラルの観点から

適切に判断することが

できる。 

情報機器や情報通信

ネットワークを適切

に活用し，問題を解決

し，状況に応じてメデ

ィアを選択してコミ

ュニケーションを行

うことができる。 

情報機器や情報通信

ネットワークを適切

に活用する知識を身

につけるとともに，情

報および情報技術の

社会的意義や役割に

ついて理解している。 

評
価
方
法 

興味・関心・態度 

知識の定着 

レポート提出 

定期考査 

興味・関心・態度 

知識の定着 

レポート提出 

定期考査 

興味・関心・態度 

知識の定着 

レポート提出 

定期考査 

興味・関心・態度 

知識の定着 

レポート提出 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

  

 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前 

期 

情
報
社
会
と
わ
た
し
た
ち 

・情報革命 

・情報社会について学ぶ 

 

○ ○ ○ ○ a: 自分の知識や技能につ

いて振り返り，適切に自己

評価することができたか。 

b:積他者の意見と自分の意

見との共通点と相違点を見

つけることができたか。 

c: 複数人で出し合ったア

イディアを図にまとめるこ

とができたか。 

d: 社会の情報化が進展す

ることによって，人々の生

活にどのような影響があら

われるか，その概要を理解

することができたか。 

レポート提

出 

定期考査 

情
報
の
活
用
と
表
現 

・情報とメディアの特徴 

・情報の表現と伝達 

・情報のディジタル化 

 

 

○ ○ ○ ○ a: 情報社会における情報

の役割や価値について関心

をもち，情報を読み解く態

度を身に付けることができ

たか。 

b: コンピュータの情報処

理のしくみとディジタル信

号との関係について考える

ことができたか。 

c: 表現メディアの特性を

生かした表現ができたか。 

d: コンピュータのしくみ

やアナログデータとディジ

タルデータの特徴について

理解することができたか。 

レポート提

出 

定期考査 



後 

期 

報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

・情報化が社会に及ぼす

影響と課題 

・情報社会における情報

システム 

・サイバー犯罪とセキュ

リティ対策 

・よりよい情報社会を目

指して 

 

○ ○ ○ ○ a: 情報社会における情報

の役割や価値について関心

をもち，情報を読み解く態

度を身に付けることができ

たか。 

b: 情報社会がかかえる問

題に対して，自分はどのよ

うに関われるかを考えるこ

とができたか。 

c: サイバー犯罪から身を

守る方法について調べ，自

分なりに考えをまとめるこ

とができたか。 

d: 情報システムのしくみ

や特徴，安定して動かすた

めの工夫について理解する

ことができたか。 

レポート提

出 

定期考査 

実 習 成 果

物 

望
ま
し
い
情
報
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
ョ
ン 

・問題解決とは何か／問

題解決の実際／問題解決

の事例 

 

 

○ ○ ○ ○ a: 問題解決のプロセスに

積極的に関わることができ

たか。 

b: 問題解決のためのさま

ざまな手法を状況に応じて

使い分けることができた

か。 

c: 問題解決のための手法

を適切に用いることができ

たか。 

d: 問題解決の基本的な流

れについて理解することが

できたか。 

レポート提

出 

定期考査 

実 習 成 果

物 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


